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最
早
瓦
斯
局
の
殖
益
も
相
当
の
域

に
進

み
此
上
は
早
く
民
業
に
移
し
て
法
制

の

束
縛
を
脱
し
益

々
業
務
の
拡
張
を
謀
ら
し
む
べ
し
と
陳
情
し
た
り
。
其
結
果
同

年
十
月
遂

に
瓦
斯
局
は
払
受
人
総
代
渋

沢
栄

一
・
藤
本
精

一
両
氏

の
手
に
売
却

せ
ら
れ
、
払
受
人
は
二
十
七
万
円
の
資

本
を
以
て

一
会
社
を
起
し
こ
こ
に
事
業

を
承
継
し
た
り
。
今
日
の
東
京
瓦
斯
会
社
即
ち
是
な
り
。

当
時
本
社
を
芝
浜
崎
町
に
置
き
、
渋
沢
氏
委
員
長
た
り
。
藤
本
氏
検
査
掛
と

な
り
、
笹
瀬
元
明
氏
支
配
人
の
事
を
行

へ
り
。
而
し
て
、
成
立
の
初

に
於
け
る

需
要
者
の
数
は
三
百
四
十
三
戸
、
灯
数
六
千
六
百
七
十
八
、
街
灯
四
百
基
、
瓦

斯
管
延
長
十

一
哩

六
十
二
鎖
、

一
日
の
瓦
斯
需
要
高
平
均
七
万
千
五
十
五
立
方

呪
に
し
て
、
今
日
よ
り
之
を
観
れ
ば
、
菅
に
雲
泥
の
差

の
み
に
あ
ら
ず
と
錐
も
、

其
当
時
に
在
て
は
実

に
機
関
の
全
力
を
尽
せ
し
に
相
違
な
し
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
の
初
め
に
、
横
浜

.
神
戸

.
東
京
と
相
継
い
で
開

始
さ
れ
た
ガ
ス
事
業
も
、
明
治
二
十
六
年

(
一
八
九
三
)
長
崎
で
ガ
ス
供
給
事
業

が
始
め
ら
れ
る
ま
で
、
日
本
に
新
し
い
ガ

ス
事
業
は
現
れ
な
か

っ
た
。

佐
賀
新
聞
大
正
期
炭
坑
記
事
)Ⅳ(

町

田

保

次

大
正
三
年
七
月
二
十

二
日

九
管
主
要
駅
収
入

九
州
鉄
道
管

理
局
に
お
け
る
大
正
二
年
度

(本
年
三
月
迄
)
の
運
輸
収
入

は
合

計

一
七
、
七
五
七
、
〇
四
二
円
五
七
銭
に
し

て
、
前
年
度
に
比
し
二
、

〇
六
三
、
九
三
一二
円
を
増
加
せ
り
。
内
旅
客
収
入
六
、
六
二
九
、
三

一
〇
円
六

九
銭
、
石
炭
収
入
六
、
七
七
二
、

一
九

一
円
二
二
銭
、
普
通
貨
物
収
入
四
、

三
五
五
、
五
四
〇
円
六
六
銭
な
る
が
、
今

一
〇
万
円
以
上
の
収
入
を
受
け
た

る
各
駅
中
本
県
内
の
分
を
示
せ
ば
左
の
如
し
。
△
印
は
収
入
減
を
示
せ
る
も

の
な
り
。

駅
名
佐
賀
相
知
山
本
武
雄
北
方

収

入

高

二
七

二
、

四

八

八

円

△

一
九

五

、

八

〇

七

△

一
八

〇

、

六

七

一

一

一
二
、

八

一
二

一
〇

四

、

六

五

四

乗

車

人

員

四

六

四
、

三

一
七

人

一
〇

四
、

二
八

七

九

五
、

六

八

八

一
九

三
、

四

二
九

八

五

、

二

〇

二

大
正
三
年
七
月

二
十

二
日

老
婆
の
縊
死

東
松
浦
郡
厳
木
村
本
山
貝
島
炭
坑
内
居
住
崎
ギ
ン

(七
〇
)
は
夫
伊
八
死

亡
後
杖
と
も
柱
と
も
思
え
る
実
子
敬
吉

が
近
来
両
足
共
歩
行
で
き
ず
、
且

つ

身
体
衰
弱
し
起
居
不
自
由
な
る
を
痛
く
心
配
し
、
去
る
十
八
日
午
後
七
時
半

頃
自
宅
に
於
て
遂
に
総
死
を
と
げ
た
り
と
。

大
正
三
年
七
月
二
十
四
日

補
充
兵
の
告
発

杵
島
郡
北
方
村
志
久
杵
島
炭
坑
在
住
の
福
岡
県
八
女
郡
北
川
内
村
久
原
大

(七
三
頁
へ
つ
づ
く
)



こ
の
資
料
⑤
は
寛
政
二
年
の

「役
所
日
記
」
の
中
の
も
の
で
あ
る
。
実
は
、
天

和
二
年
か
ら
明
治
元
年
ま
で
を
年
代
順
に
並
べ
て
あ
る

「御
屋
形
日
記
」
に
は
、

い
く
ら
か
欠
け
た
年
代
が
あ
る
。
そ
の
不
足
個
所
を
こ
の

「役
所
日
記
」
で
補

っ

て
み
た
ら
、
重
複
す
る
こ
と
な
し
に
、
或
程
度
補
充
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、

一
応

「
役
所
日
記
」
も

「御
屋
形
日
記
」
と
同
様
の
も

の
と
見
て
行
き
た
い
と
思

い
取
上
げ
て
み
た
。
表
記
の
違
い
は
、
多
分
、
何
か
の
都
合
で
記
載
の
場
所
が
御

館

(
お
や
か
た
)
か
役
所
か
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
寛

政
二
年
九
月
よ
り
同
三
年
八
月
ま
で
の
、

こ
の

「
役
所
日
記
」

の
扉
に
は

「新
役

所
日
記
」
と
大
き
く
記
し
て
、
そ
の
見
返

し
に

「年
寄
役
梶
原
喜
兵
衛
中
西
源
平

衛
両
人
、
御
屋
敷
交
代
勤
福
地
新
左

工
門
定
詰
、
尤
喜
兵
衛
源
兵
衛
儀
在
多
久
之

間
は
新
役
所
日
勤
被
仰
付
候
事
」
と
あ
り
、

「御
屋
敷
」
と

「新
役
所
」
が
区
別

さ
れ
て
い
る
。

15
は
請
役
所
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
の
写

し
で
あ
る
。
商
品
の
値
段
に
関
る
記
事

で
あ
る
が
、
此
処

に
書
並
べ
て
あ
る
商
売
物

の
中

に

「
石
炭
」
が
見
え
る
。
並
記

さ
れ
て
い
る

一
つ
の
品
物
に
す
ぎ
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
薪

の
代
用
燃
料
と
し
て
、

自
家
消
費
の
為
の
掘
さ
く
願
い
が
出
さ
れ

て
い
た
石
炭
が
、
初

め
て
販
売
さ
れ
て

い
る
商
品
と
し
て
そ
の
名
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
寛
政
二
年

(
一
七
九
〇
)
肥
前
多
久
で
掘
ら
れ
た
石
炭
が
、
市
場
性
の
あ
る
商
品
と
し
て
流

通
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

※
当
時
の
肥
前
の
石
炭
採
掘
用
具
に
つ
い
て
推
量
出
来
る
資
料
と
し
て
は
、
天

明
四
年

(
一
七
八
五
)
肥
前
唐
津
藩

士
、木
崎
悠
々
軒
盛
標
が
描
い
た
絵
巻
物

「
肥
前
国
産
物
図
考
」

(佐
賀
県
立
博
物
館
所
蔵
)
の
中
の
石
炭
採
掘
の
図

が
あ
る
。

(六
〇
頁
よ
り
)

町
松
太
郎

(
三

一
)
全
県
三
池
郡
大
牟
田
町
稲
荷
塚
本
時
次
郎

(
二
八
〉
は

何
れ
も
補
充
兵

で
あ
り
な
が
ら
、
無
断
に
本
籍
地
を
離

れ
其
筋
に
届
出
ざ
り

し

よ
り
昨
日
告
発
さ
る
。

大
正
三
年
七
月
二
十
六
日

採
炭
中
惨
死

西
松
浦
郡
西
山
代
村
大
字
西
分
白
山
炭
坑
塩
田
マ
ス

(
三
四
)
は
再
昨
二

十

三
日
午
前
六
時
頃
夫
幸
太
郎
と
共
に
伺
坑
口
よ
り
坑
内
百
五
十
間
位

の
左

二
片
切
刃
と
称
す
る
処
に
採
炭
中
、
盤
石
俄
然
墜
落
し
て
圧
迫
さ
れ
惨
死
せ

り
と
。

大
正
三
年
七
月
二
十
八
日

脳
し
ん
と
う
に
て
死
亡

杵
島
郡
北
方
村
杵
島
炭
坑
々
夫
森
沢
又
造

(
一
七
)
は
去
る
二
十
六
日
午

前

九
時
頃
坑
内
に
お

い
て
採
炭
中
俄
に
気
分
悪
し
く
な
り
、
炭
車
に
乗
り
出

坑

の
際
坑
道
の
天
井
に
坑
木
突
出
せ
し
も
の
に
突
き
当
り
、
炭
車
よ
り
墜
落

し
頭
部
を
強
打
し
脳
し
ん
と
う
を
起
し
死
亡
せ
り
。

大
正
三
年
七
月
二
十
九
日

唐
津
積
出
炭
盛
況

西
港
に
積
取
船
輻
蟻
す

西
唐
津
港
に
て
は
過
般
来
積
取
船
輻
積
し
て
積
出
非
常

の
盛
況
を
極
め
居

れ
り
。
今
本
月
十
五
日
よ
り
二
十
四
日
に
至

る
十
日
間
に
於
け
る
積
出
高
、
及

び
目
下
積
込
中

の
も

の
を
掲
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。
此
内
室
蘭
行

一
、
二
〇
〇

ト
ン
は
三
井
物
産
の
取
扱
に
し
て
、
他
は
悉
く
三
菱
会
社
支
店
よ
り
積
載
せ

し
も
の
な
り
。

抗
州
丸
横
浜
行

二
、
七
〇
〇
ト
ン

ム
ア
リ
ヨ
ル
号
浦
汐
行
三
五
〇

△
江
浦
丸
長
崎
行
七
〇
〇

△
太
田
丸
香
港
行
五
、
四
〇
〇

△

二
ジ
二
ノ

ブ

コ
ロ
ト
号
浦
汐
行

一
、
二
〇
〇

△
鳥
羽
丸
上
海
行

一
六
〇

△
第

二
小

樽
丸
横
浜
行
三
、
六
〇
〇

△
竹
島
丸
上
海
行
九
〇
〇

ム
ヤ
ロ
ス
ラ
ブ
ル

(八
一
頁
へ
つ
づ
く
)



〆
拾

八
匁

残
高
五
拾
目

持
帰

寅
三
月
廿
三
日
⑳

江
相
渡

ス

十
六
日

一

百
十
弐
文

出
駕
籠

一
挺

廿

一
日

一

三
百
廿
八
文

出
駕
籠
卉
分
持
壱
荷
分

一

三
百
六
十
五
文

肴
代

郡
中
年
番

平
山
小
十
郎

郡
奉
行

吉
村
土
肥
之
助

(七
三
頁
よ
り
)

号
浦
汐
行
五
、
O
O
O

ム
シ
チ
ー
、
ヤ
フ
コ
リ
ス
号
室
蘭
行

一
、
二
〇
〇

△
神
国
丸
馬
尼
刺
行
六
、
○
O
O

ム

マ
ラ
ン
ナ
号
全
上
六
、
O
O
O

ム
リ
オ
パ
シ
ク
号

全
上
四
、
七
〇
〇

ム
タ
ン
ポ
フ
号
浦
汐
行
五
、
二
〇
〇

△
日
洋
丸
馬
尼
刺
行
四
、
二
〇
〇

△
第
二
千
代
田
丸
名
古
屋
行

一
、
七
〇
〇

即
ち
合
計
十
六
隻

に
し
て
、
積
出
総
数
四
九
、
三

〇
ト
ン
の
多
額
に
達

せ
・り
。
尚
ほ
本
月
迄
に
は
内
外
大
型
船
舶
七
、
八
隻
入
港
の
予
定
な
り
と
云

へ
ば
、
本
月
中

の
積
出
港
は
稀
有

の
盛
況
を
呈
す
べ
し
と
。

大
正
三
年
七
月
三
十
日

補
充
兵
告
発
さ
る

杵
島
郡
北
方
村
杵
島
炭
坑
佐
藤
伴

一
(
二
八
)
は
陸
軍
補
充
兵
で
あ
り
乍

ら
、
明
治
四
十
五
年

一
月
本
籍
地
島
根
県
八
東
郡
宍
道
村
佐
々
市
を
出
発
し

て
現
住
所
に
来
り
、
今
に
至
る
も
届
け
出
を
な
さ
ざ
る
よ
り
昨
日
告
発
さ
る
。

大
正
三
年
八
月
二
日

試
掘
許
可

福
岡
県
門
司
市
浜
町
三
丁
目
古
川
又
四
郎
氏
の
出
願
に
係
る
西
松
浦
郡
西
山

代
村
地
内
石
炭
鉱
区

=
二
六
、
O
O
O
坪
の
試
掘
願

い
は
今
回
許
可
さ
れ
た

り
。

大
正
三
年
八
月
三
日

重
要
炭
山
産
額
佐
賀
県
は

一
九
二
、
五
九
九
、
六
九
七
斤

福
岡
鉱
務
所
管
内
九
州
山
口
各
県
下
に
於
け
る
六
月
中
の
重
要
炭
山
産
額

は
二
・
〇
七
七
、
四
四
五
、
四
四
〇
斤
に
し
て
、
前
月
に
比
し

二
二
六
、

一

三
九
・
九
〇
九
斤

の
激
減
を
示
せ
り
。
減
少
の
原
因
は

一
般
需
要
減
少
に
依

る
と
い
へ
ど
も
、
斯
く
著
し
き
数
字
を
示
し
た
る
は
筑
豊
鉱
業
組
合
が
六
月

来
採
炭
の
制
限
を
な
せ
し
事
其
の
主
因
な
り
。
即
ち
筑
豊
組
合
の
み
の
五
月

二

〇
二
頁
へ
つ
づ
く
)

レヨ



備
所 在 地現金交換日石炭券(切 符)発 行の種類坑 夫 数炭 坑 名

茂 平谷
神田村

毎月二回切符発行他坑に同じ
600人

(7:3
金 谷 炭 坑

毛 利 元 照

安 川 敬一郎

平 岡 浩太郎

蔵 内 次郎作

金 田

.、 池

糸田村

1田

川 宮

3回

6の 日

月3口

1の 日

月3回
1の 日

1日 、16日

五 、百 斤、五十 、 、五 、
一斤 の6種

、 五 斤 、 二 百 、 百 、 五'、

十 の6

千斤 、五百 斤、二百 斤、百 斤、五 ←斤、
の5種

五千 斤、千 斤、五 百 、 二 、 、
五十 斤、 十斤 の7種

530人

(8:2)

1148人

(7=3

822人

(467:355)

480人

金 田 炭 坑

赤 池 炭 坑

豊 国 炭 坑

峯 地 炭 坑

長谷川 敬 治掻 豊1日16日
二 百r、 百 、 五 一 、 十 、 五 の

5
30人位 登 炭 坑

豊 州 炭 坑 ㈱

〃〃

池 尻
〃

尻

1日16日千斤 、五 百斤、百 五十 、 、五十
二十 斤、十 斤の7種

切符発行せず、証明書で購買可能

150人

(6:3)

a}0

8:2

豊 州 炭 坑

牛 の 浦 炭 坑

〃〃

松 尾 敏 幸

大 島 兵 吉

〃

尻
金川村
吉

中津原

1日16日

月3回
1の 日

円、五 百斤 、三百斤 、二百斤 、百 、
五十 二十 、十斤 、五斤の9種

、五 百斤 、百斤 、五十斤 、十斤 、
五斤の6種

二 、十 、五 、一 を
の代 用 とした

110人

(80=30)

250
(7=3)

鮒 池 炭 坑

糸 飛 炭 坑

扶 桑 炭 坑

村 田 為 吉
上位登月2回位登炭坑と同じ発行上 位 登 炭 坑

灰坑
株式会社

蔵 内 次郎作

企救郡
足立村

足立村

1日 ・16日

10日 、25日

千斤、 五百斤 、百斤 、五十斤 、十斤 、
五斤 の6種

三 、二 、 、五 、 三

斤、二 百斤 、百斤、 五十斤、 三十斤 、

二十斤 、十 斤、五 斤 の12種

COO人

(7=3)

250人

小 倉 炭 坑

足 立 炭 坑

(八

一
頁
よ
り
)

中

の

産
額

は

一
、

八
三
五

、

四
三
六

、七
〇

一
斤

な

り

し

に

、

六
月

は

一
、

三
四

二
、

五

三

七

、

四

七

三

斤

と
な

り

、

実

に

四
九

二
、

八
九

九

、

二

二
八

斤

の

激

減

に

し

て

、

其

減

少

率

実

に

三
割

六

分

と

な

る

。

尤

も

風

水

害

等

に

依

り
止

む

を

得

ざ

る
原

因

を

な

せ

る

は

勿
論

な

り

と

す

。

今

本

県

の
産

額

を

示

せ
ば

左

の
如

し

。

芳

谷

杵

島

久

原

相

知

杵
島
第
二
坑

岩

屋

七

四

、

二
六

三
、

九

六

三

六

、

九

〇

四

、

五

八

〇

四
、

九

七

六

、

五

一
二

四

八

、

一
七

六

、

四

〇

二

三
九

、

八

四

三

、

八
六

〇

一
八
、

四

三

四

、

三

八

〇

大
正
三
年
八
月
五
日

唐
津
港
の
特
別
輸
出

東
松
浦
郡
唐
津
港
に
お
け
る
七
月
中
の
特
別
輸
出
は
艦
船
売
込
額
は
外
国

七
六
、
六
五
九
円
内
地
三
二
、
二
二

一
円
計

一
〇
八
、
八
七
九
円
に
し
て
、

こ
れ
を
前
月
に
比
す

れ
ば
外
国
船
に
於
て
七
、

=
一=

円
、
内
地
船
に
お
い

て

一
七
、

一
九
三
円
、
計
二
四
、
三
二
四
円
の
増
加
を
示
せ
り
。
今
之
を
品

種
別
に
示
せ
ば
左
の
如
し
。

品
名

外
国
船
売
込

内
地
船
売
込

石
炭

七
五
、
六
七
〇

二
九
、
口

一
七

(
略
)

因
み
に
同
月
中
外
国
船
に
売
込
た
る
数
量
は
飲
料
水
四
〇
〇
ト
ン
、
石
炭

一
〇
、
八
〇
〇
ト
ン
に
し
て
、
内
地
船
は
飲
料
水
三
三
〇
ト
ン
、
石
炭
四
、

六

一
〇
ト
ン
な
り
と
。

(次

号

へ

つ
づ

く

)


